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2.5.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 高田 豊雄 
[教育活動] 
(a) 学部担当授業科目 
数論と代数，セキュリティ論，専門英語 II，ソフトウェア演習 A/B/C，基盤システム演習 A/B/C， 
基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報セキュリティ特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動] 
(a) 著書 
なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1)  吉本 道隆, 加藤 貴司, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄: ユーザビリティ工学に基づくユーザビリティとセキ
ュリティを両立したセキュリティスキャナのインタフェースの開発と評価, 情報処理学会論文誌, Vol. 51, No. 
2, pp.529-541 (Feb. 2010). 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1)  Masaki Narita, Takashi Katoh, Bhed Bahadur Bista, Toyoo Takata: A Distributed Detecting Method for SYN 
Flood Attacks and Its Implementation Using Mobile Agents, Multiagent System Technologies―7th German 
Conference, MATES 2009, Hamburg, Germany, September 2009 Proceedings, pp.91-102 (Sep. 2009). 
2)  Jiahong Wang, Eiichiro Kodama, Toyoo Takata and Jie Li: Mining Context-Related Sequential Patterns for 
Recommendation Systems, Proceedings of the first international conference on Information Retrieval and 
Knowledge Management (CAMP'10), pp.269-274 (Mar. 2010). 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: 固定頻出パターン集合を持つシステムにおける頻出パターン決
定時点の検出に関する考察, 平成 21 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, p.43 (Aug. 2009). 
2) 劉 海燕，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Web カメラ検索環境の構築に関する考察, 平成 21 年度 電気関係
学会東北支部連合大会 講演論文集, p.63 (Aug. 2009). 
3) 赤崎 英之, 加藤 貴司, ベッド バハドゥール ビスタ, 高田 豊雄, 澤本 潤: Skip Graph における範囲を持つ
属性をキーとしたコンテンツ共有について, 2009 年ソサイエティ大会講演論文集 (通信講演論文集 2), p.32 
(Sep. 2009). 
4) 千葉 緑, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: UIE を用いた一般ユーザ向けソーシャルエンジニアリン
グ対策教材の評価, 第 8回情報科学技術フォーラム (FIT2009) 講演論文集, pp.607-610 (Sep. 2009). 
5) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: データマイニング実行回数軽減に関する提案, 第 8 回情報科学
技術フォーラム(FIT2009), p.203-204 (Sep. 2009). 
6) 阿部瑠美子, 児玉英一郎, 王家宏, 高田豊雄: セマンティック Wiki を用いたオントロジーの自動構築実験,  
平成 21 年度 電気関係学会東海支部連合大会 講演論文集, o-145 (1 ページ) (Sep. 2009). 
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7) 大井 俊介, 加藤 貴司, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄: 今後脅威となりうるマルウェア配布元ホストの早期
発見に関する一考察, コンピュータセキュリティシンポジウム 2009 (CSS2009) 論文集, pp.253-258 (Oct. 
2009). 
8) 澤村 隆志, 吉本 道隆, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: アンチウィルスソフトの改善に関する一
提案, コンピュータセキュリティシンポジウム 2009 (CSS2009) 論文集, pp.727-732 (Oct. 2009). 
9) 成田 匡輝, 加藤 貴司, ベッド バハドゥール ビスタ, 高田 豊雄: モバイルエージェントを用いた SYN Flood
攻撃に対する分散型検知手法, コンピュータセキュリティシンポジウム 2009 (CSS2009) 論文集, pp.919-924 
(Oct. 2009). 
10) 及川一樹, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: DHT を用いたスケーラブルな匿名通信手法の提案, コンピュータ
セキュリティシンポジウム 2009(CSS2009), pp.883-888 (Oct. 2009). 
11) 赤崎 英之, 加藤 貴司, ベッド バハドゥール ビスタ, 高田 豊雄, 澤本 潤: Skip Graph における範囲を持つ
属性をキーとしたコンテンツ共有手法の提案, 電子情報通信学会技術研究報告 (NS2009-153), pp.65-70 (Jan. 
2010). 
12) 佐藤 優人, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: 画像連想語呂合わせパスワードを利用したパスワード
作成支援システムの改良手法の提案, 2010 年 暗号と情報セキュリティシンポジウム (SCIS2010) 予稿集, 
1E2-4 (6 pages) 同概要集 p.49 (Jan. 2010). 
13) 千葉 緑, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: 情報活用環境のソーシャルエンジニアリング対策教材へ
の適用, 2010 年 暗号と情報セキュリティシンポジウム (SCIS2010) 予稿集, 3E3-4 (6 pages) 同概要集 p.249 
(Jan. 2010). 
14) 及川一樹, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: OpenCL を用いた暗号アルゴリズムの実装と評価, 暗号と情報セ
キュリティシンポジウム (SCIS2010), 予稿集 3C4-2 (6 pages), 同概要集 p.267 (Jan. 2010).  
13) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: 固定頻出パターン集合を持つシステムにおける頻出パターン決
定時点の検出法の提案とその評価, 平成 21 年度電子情報通信学会人工知能と知識処理研究会「グリーン AI およ
び一般」講演論文集, pp.1-6 (Jan. 2010). 
14) 阿部瑠美子, 児玉英一郎, 王家宏, 高田豊雄: セマンティック Wiki を用いたオントロジーの自動構築手法に関
する評価, 情報処理学会研究会報告, 2010-EVA-31(3), (6 ページ) (Mar. 2010). 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費, 基盤研究(C)(2), 人間に焦点を当てた情報セキュリティ向上方策に関する研究 (課題
番号 20500072), 平成 21 年度直接経費 800,000 円 (平成 20 年度～平成 22 年度)，(研究代表者) 
2) 文部科学省科学研究費, 基盤研究(C)(2), 次世代 Web を用いた Web カメラ検索環境の構築 (課題番号
19500088), 2,500,000 円 (平成 19 年度～平成 21 年度)，(研究分担者, 研究代表者:児玉英一郎) 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) Toyoo Takata: Welcome to Technical Committee on Information Theory, IEICE Global Plaza (電子情報通信
学会誌 Vol.92, No.6 会告前) (June 2009). 
 
[大学運営] 
(a) 全学委員会 
全学教務・FD 推進専門委員会, 全学共通教育調整会議 
(b) 学部/研究科の委員会 
研究科主任，学部教務委員長，学部・研究科運営委員 
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(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献] 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
1) ロックハンドテクノロジー社との共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報理論とその応用学会評議員、将来構想 WG 委員 
2) 電子情報通信学会基礎境界ソサイエティ事業担当幹事, SITA 統合 WG メンバー 
3) 電子情報通信学会会員増強委員会委員, CEATEC WG メンバー 
4) 電子情報通信学会情報セキュリティ研究専門委員会委員 
5) 2010 年情報理論とその応用国際シンポジウム(ISITA2010)実行委員 
6) International Conference on Trust Management 2010 (TM2010) 実行委員 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績] 
インターネット接続環境が誰でも容易に手に入るようになったことにより，プライバシ漏洩に関する問題や不正
侵入に関する問題，等さまざまな問題がますます増加しつつある． 
それらの様々なセキュリティ上の問題に対して，個々に専門的な立場から対応策が検討され，またそれらを具体
化したセキュリティスキーム，プロトコル，プログラム，システムが提案，実用化されてはいるが，それらはコン
ピュータやネットワークに関する専門的な知識を要するものであることが多い． 
本研究では，以上のような状況をふまえ，ユーザビリティの観点から誰にでも容易に取り扱うことが可能な様々
なセキュリティ対策を考案，実現した． 
具体的な研究成果としては， 
(1)  誰にでも容易に取り扱うことが可能なセキュリティ脆弱性診断ツール 
(2)  誰にでも容易に取り扱うことが可能な個人認証システム 
(3)  誰にでも容易に取り扱うことが可能なセキュリティ教育システム 
である. 
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職名： 准教授 氏名： Bhed Bahadur Bista 
[教育活動] 
(a) 学部担当授業科目 
専門英語 II，情報学基礎 B，数論と代数，統計学，ソフトウェア演習 A/B/C，基盤システム演習 A/B/C，基盤シス
テムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報ネットワーク特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動] 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 吉本 道隆, 加藤 貴司, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄: ユーザビリティ工学に基づくユーザビリティとセキ
ュリティを両立したセキュリティスキャナのインタフェースの開発と評価, 情報処理学会論文誌, Vol.51, 
No.2, pp.529-541 (Feb. 2010). 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Bhed Bahadur Bista: A Proactive Fault Resilient Overlay Multicast for Media Streaming, Proceedings of 
the 12th International Conference on Network-Based Information Systems (NBiS 2009), pp. 17-23 (Aug. 
2009). 
2) Masaki Narita, Takashi Katoh, Bhed Bahadur Bista, Toyoo Takata: A Distributed Detecting Method for SYN 
Flood Attacks and Its Implementation Using Mobile Agents, Multiagent System Technologies―7th German 
Conference, MATES 2009, Hamburg, Germany, September 2009 Proceedings, pp.91-102 (Sep. 2009). 
3) Bhed Bahadur Bista: Energy Efficient Layered Sensor Network with Multihop Polling, Proceedings of the 
7th International Conference on Advances in Mobile Computing and Multimedia (MoMM2009), pp. 458-463 (Dec. 
2009). 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 赤崎 英之, 加藤 貴司, ベッド バハドゥール ビスタ, 高田 豊雄, 澤本 潤: Skip Graph における範囲を持つ
属性をキーとしたコンテンツ共有について, 2009 年ソサイエティ大会講演論文集 (通信講演論文集 2), p.32 
(Sep. 2009). 
2) 千葉 緑, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: UIE を用いた一般ユーザ向けソーシャルエンジニアリン
グ対策教材の評価, 第 8回情報科学技術フォーラム (FIT2009) 講演論文集, pp.607-610 (Sep. 2009). 
3) 大井 俊介, 加藤 貴司, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄: 今後脅威となりうるマルウェア配布元ホストの早期
発見に関する一考察, コンピュータセキュリティシンポジウム 2009 (CSS2009) 論文集, pp.253-258 (Oct. 
2009). 
4) 澤村 隆志, 吉本 道隆, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: アンチウィルスソフトの改善に関する一
提案, コンピュータセキュリティシンポジウム 2009 (CSS2009) 論文集, pp.727-732 (Oct. 2009). 
5) 成田 匡輝, 加藤 貴司, ベッド バハドゥール ビスタ, 高田 豊雄: モバイルエージェントを用いた SYN Flood
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攻撃に対する分散型検知手法, コンピュータセキュリティシンポジウム 2009 (CSS2009) 論文集, pp.919-924 
(Oct. 2009). 
6) 赤崎 英之, 加藤 貴司, ベッド バハドゥール ビスタ, 高田 豊雄, 澤本 潤: Skip Graph における範囲を持つ
属性をキーとしたコンテンツ共有手法の提案, 電子情報通信学会技術研究報告 (NS2009-153), pp.65-70 (Jan. 
2010). 
7) 佐藤 優人, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: 画像連想語呂合わせパスワードを利用したパスワード
作成支援システムの改良手法の提案, 2010 年 暗号と情報セキュリティシンポジウム (SCIS2010) 予稿集, 
1E2-4 (6 pages) 同概要集 p.49 (Jan. 2010). 
8) 千葉 緑, 加藤 貴司, ベッド B. ビスタ, 高田 豊雄: 情報活用環境のソーシャルエンジニアリング対策教材へ
の適用, 2010 年 暗号と情報セキュリティシンポジウム (SCIS2010) 予稿集, 3E3-4 (6 pages) 同概要集 p.249 
(Jan. 2010). 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費, 基盤研究(C)(2), 人間に焦点を当てた情報セキュリティ向上方策に関する研究 (課題
番号 20500072), 平成 21年度直接経費 800,000 円 (平成 20年度～平成 22年度)，(研究分担者, 代表:高田豊雄)
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営] 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
評価委員会, 広報委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献] 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) BWCCA 2009 
Program Committee Member 
(f) その他 
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1) IEEE and IPSJ Member. 
 
[主な業績] 
A Proactive Fault Resilient Overlay Multicast for Media Streaming 
 
IP multicast has been suffering from a large scale deployment due to various issues such as upgrading of 
routers, policy making, and negotiation and so on. To overcome problems of IP multicast, overlay multicast 
in which multicast functionalities are implemented at end hosts has been proposed.  However, unlike IP 
multicast non-leaf nodes in the multicast delivery tree are normal end hosts which can join and leave the 
tree freely.  This causes the multicast tree unstable and disrupted nodes to rejoin the tree.  In this paper, 
we propose that each node when joining the multicast tree sets its leaving time, i.e. how long it will stay 
in the tree, and sends join request to a number of nodes which are already on the tree.  Using the leaving 
time of nodes, new nodes are joined at the tree such that a child's leaving time is earlier than its parent, 
i.e. the child will leave the tree earlier than its parent.  This makes the tree more stable than joining 
at random nodes in the tree.  Furthermore, we propose a proactive recovery mechanism so that even if a parent 
leaves the tree and children do not, children can rejoin at predetermined nodes immediately, so that the 
recovery time of the disrupted nodes is minimum.  We have shown by simulation that there is less overhead 
when joining the multicast tree and the recovery time of the disrupted nodes is much less than the previous 
works.  
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職名： 講師 氏名： 加藤 貴司 
[教育活動] 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータアーキテクチャ，学の世界入門，プロジェクト演習 I/II，ソフトウェア演習 A/B/C， 
基盤システム演習 A/B/C，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報ネットワーク特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動] 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 吉本 道隆, 加藤 貴司, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄: ユーザビリティ工学に基づくユーザビリティとセキ
ュリティを両立したセキュリティスキャナのインタフェースの開発と評価, 情報処理学会論文誌, Vol.51, 
No.2, pp.529-541 (Feb. 2010). 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Masaki Narita, Takashi Katoh, Bhed Bahadur Bista, Toyoo Takata: A Distributed Detecting Method for SYN 
Flood Attacks and Its Implementation Using Mobile Agents, Multiagent System Technologies―7th German 
Conference, MATES 2009, Hamburg, Germany, September 2009 Proceedings, pp.91-102 (Sep. 2009). 
2) Takuya Sasaki, Hideyuki Akasaki, Jun Sawamoto, Takashi Katoh, Yuji Wada, Norihisa Segawa, Eiji Sugino: 
A Proposal of an Adaptive P2P Database Retrieval System Using a Hierarchically Categorized DHT Structure, 
International Workshop on Informatics 2009 (IWIN2009), 6 pages (Sep. 2009). 
3) Yuji Wada, Yuta Watanabe, Jun Sawamoto, Takashi Katoh: Database Virtualization Technology in Ubiquitous 
Computing, 6th International Conference on Innovations in Information Technology (Innovations '09), 
pp.170-174 (Dec. 2009). 
4) Yuji Wada, Yuta Watanabe, Keisuke Syoubu, Jun Sawamoto, Takashi Katoh: Virtualization Technology for 
Ubiquitous Databases, 2010 International Conference on Complex, Intelligent and Software Intensive 
Systems, pp.555-560 (Feb. 2010). 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 赤崎 英之, 加藤 貴司, ベッド バハドゥール ビスタ, 高田 豊雄, 澤本 潤: Skip Graph における範囲を持つ
属性をキーとしたコンテンツ共有について, 2009 年ソサイエティ大会講演論文集 (通信講演論文集 2), p.32 
(Sep. 2009). 
2) 渡辺 裕太, 菖蒲 佳右, 和田 雄次, 澤本 潤, 加藤 貴司: 異種データベースの仮想化技術, 第 8 回情報科学技
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In recent years, damage caused by DoS attacks is real and causing substantive problems. Such threat is 
widespread from major commercial sites to individual users. Therefore, it is important for network 
administrators to develop means to comprehend the latest trend of DoS attacks. In this paper, we propose 
a distributed detecting method for SYN Flood attack which exploits a flow in TCP itself. Our proposed system 
employs mobile agents to detect SYN Flood attack. We also show the effectiveness of our proposal through 
experiment of detection of SYN Flood attack in virtual network of simulation environment. 
